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信
長
ゆ
か
り
の
地
で
始
ま
っ
た

安
全
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

　

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ「
麒
麟
が
く
る
」

に
登
場
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
清
洲

城
。
若
き
日
の
織
田
信
長
の
居
城
で
あ

り
、
こ
の
城
か
ら
天
下
取
り
の
出
発
点

と
な
っ
た
桶
狭
間
の
合
戦
に
出
陣
し
、

「
出
世
城
」
と
し
て
も
名
高
い
。
現
在

の
城
は
1
9
8
9
年
、
旧
清
洲
町
の
町

制
1
0
0
周
年
を
記
念
し
て
再
建
さ
れ

た
も
の
だ
。
近
く
に
は
清
洲
公
園
や
桜

の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
五
条
川
な
ど

も
あ
り
、
観
光
や
市
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
清
須
市
の
シ
ン
ボ
ル
に
も
な
っ
て

い
る
。

　

そ
う
し
た
観
光
地
の
玄
関
口
と
な
っ

る
清
須
市
の
建
設
部
新
清
洲
駅
周
辺
ま

ち
づ
く
り
課
、
林
正
樹
係
長
に
、
事
業

の
目
的
と
意
図
を
伺
っ
た
。

「
名
鉄
新
清
洲
駅
周
辺
地
区
で
は
、
線

路
の
南
側
エ
リ
ア
は
既
に
土
地
区
画
整

理
事
業
が
終
わ
り
、
駅
前
広
場
な
ど
も

て
い
る
の
が
、
名
鉄
名
古
屋
本
線
新
清

洲
駅
だ
。
現
在
、
こ
の
駅
の
北
側
で
は

土
地
区
画
整
理
事
業
が
進
行
中
。
こ
の

工
事
で
ま
ち
が
ど
う
変
わ
る
の
か
、
そ

の
未
来
を
探
っ
た
。

　

清
須
市
の
拠
点
と
し
て
整
備

　

名
古
屋
市
に
隣
接
し
、
古
く
は
尾
張

国
の
中
心
部
と
し
て
栄
え
た
清
須
市
。

そ
の
拠
点
と
も
い
え
る
名
鉄
名
古
屋
本

線
新
清
洲
駅
は
、
名
鉄
名
古
屋
駅
か
ら

急
行
で
わ
ず
か
11
分
。
清
須
市
内
で
も

多
く
の
乗
降
客
数
を
誇
る
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
者
で
あ

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、

北
側
エ
リ
ア
は
都
市
的
土
地
利
用
が
図

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
鉄
道
の
北

側
と
南
側
が
一
体
と
な
っ
た
、
地
域
の

中
心
地
に
ふ
さ
わ
し
い
整
備
は
、
市
の

長
年
の
課
題
だ
っ
た
の
で
す
」

　

北
側
エ
リ
ア
は
、
低
層
住
宅
、
家
内

工
業
規
模
の
作
業
所
や
工
場
、
そ
し
て

農
地
や
未
利
用
地
な
ど
が
混
在
。
災
害

時
に
避
難
場
所
と
な
る
公
園
な
ど
の
公

共
施
設
が
な
く
、
下
水
道
の
整
備
も
遅

れ
て
い
る
。
ま
た
、
道
路
の
ほ
と
ん
ど

は
幅
員
4
メ
ー
ト
ル
以
下
で
、
駅
か
ら

清
洲
城
な
ど
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

悪
く
、
行
き
止
ま
り
も
多
い
な
ど
、
再

編
の
必
要
が
あ
っ
た
。
加
え
て
、
近
辺

で
は
踏
切
に
よ
る
渋
滞
や
事
故
も
発
生
。

近
く
を
流
れ
る
一
級
河
川
の
五
条
川
と

鉄
道
の
交
差
部
は
川
幅
が
狭
く
、
改
修

に
よ
る
治
水
安
全
も
望
ま
れ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
な
か
、
2
0
0
5
年
の
市
町

村
合
併
で
、
新
清
洲
駅
が
「
市
の
都
市

拠
点
」
の
1
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
を
機
に
、
市
施
行

に
よ
る
駅
北
地
区
で
の
土
地
区
画
整
理

事
業
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
、地

区
内
を
走
る
鉄
道
高
架
化
も
事
業
化
に

向
け
て
進
展
。
ま
た
、
2
0
0
0
年
の

東
海
豪
雨
で
河
川
改
修
の
動
き
も
加

速
。
機
が
熟
し
た
形
で
、
足
か
け
25
年

に
及
ぶ
ま
ち
づ
く
り
事
業
が
始
ま
っ
た
。

「
清
須
市
に
は
土
地
区
画
整
理
施
行
者

と
し
て
の
実
績
が
な
く
、
人
材
や
ノ
ウ

ハ
ウ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
、
鉄
道
駅
周
辺
の
市
街
地
整
備
事
業

を
数
多
く
施
行
す
る
な
ど
の
実
績
が
あ

る
U
R
都
市
機
構
さ
ん
に
、
新
清
洲
駅

北
側
エ
リ
ア
の
事
業
を
委
託
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
」。

　

2
0
1
5
年
、
清
須
市
と
U
R
は
事

業
委
託
に
関
す
る
基
本
協
定
を
締
結
。

U
R
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
角
で
あ
る

約
5
・
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
区
画
整

理
事
業
を
支
援
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

工
事
は
2
0
1
8
年
9
月
に
着
工
。
以

来
、着
実
に
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

観
光
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
駅
に

　

今
回
の
土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
、

ま
ち
の
不
便
を
刷
新
。
安
全
で
安
心
、

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
す
る
こ
と
が
大

き
な
目
的
だ
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
で
き

る
公
園
を
新
た
に
作
り
、
ま
ち
の
顔
と

な
る
駅
前
広
場
も
整
え
る
。
道
路
は
観

光
地
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
改
善
す
る

と
と
も
に
、
万
一
の
際
に
も
避
難
し
や

す
い
よ
う
に
最
低
で
も
幅
員
6
メ
ー
ト

ル
に
整
備
。
道
路
の
下
に
は
下
水
管
や

雨
水
管
な
ど
も
通
す
。
住
む
人
が
暮
ら

し
や
す
い
だ
け
で
な
く
、
観
光
の
玄
関

口
と
し
て
も
ふ
さ
わ
し
く
生
ま
れ
変
わ

る
計
画
だ
。

「
U
R
で
は
調
査
か
ら
設
計
、
資
料
作

成
、
工
事
の
段
取
り
、
全
体
的
な
調
整

な
ど
、
我
々
が
今
ま
で
培
っ
て
き
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し
て
、
清
須
市
を
全
力

で
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
市
の
拠
点

を
作
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
れ
る
の

は
光
栄
で
す
し
、
い
い
ま
ち
づ
く
り
が

で
き
る
よ
う
に
気
概
を
持
っ
て
業
務
に

当
た
っ
て
い
ま
す
」と
、
U
R
新
清
洲
都

市
再
生
事
務
所
長
の
安
藤 

寛
が
語
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
事
業
の
も
う
1
つ
の
特

徴
と
し
て
、
名
鉄
名
古
屋
本
線
の
高
架

化
工
事
に
必
要
な
土
地
の
確
保
が
あ

る
。
今
回
の
U
R
の
事
業
地
区
に
は
、

鉄
道
高
架
事
業
区
間
約
2
・
8
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
う
ち
の
一
部
が
含
ま
れ
る
。

鉄
道
の
高
架
化
は
一
気
に
は
で
き
な

い
。
ま
ず
仮
線
用
の
土
地
を
確
保
し
て

本
線
を
切
り
替
え
、
高
架
構
造
本
体
部

分
を
造
っ
て
か
ら
、
よ
う
や
く
鉄
道
を

高
架
に
通
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た

め
、
仮
線
工
事
開
始
ま
で
に
、
土
地
区

画
整
理
事
業
に
よ
る
移
転
や
換
地
を
行

い
、
仮
線
用
の
土
地
を
確
保
す
る
こ
と

が
大
き
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
の
だ
。

「
鉄
道
高
架
化
に
よ
っ
て
、
踏
切
で
の

渋
滞
や
事
故
の
解
消
に
加
え
、
現
在
は

南
北
に
分
断
さ
れ
て
い
る
ま
ち
が
一
体

化
。
人
の
つ
な
が
り
や
行
き
来
が
活
発

に
な
り
、
よ
り
魅
力
的
な
ま
ち
へ
生
ま

れ
変
わ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
安
藤
。

　

共
に
事
業
を
担
当
す
る
U
R
の
浅
見

貴
信
も
言
葉
を
添
え
る
。

「
新
し
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
、
お

住
ま
い
の
方
々
に
は
い
っ
た
ん
移
転
し

て
い
た
だ
き
、
新
た
に
整
備
し
た
場
所

に
戻
っ
て
き
て
い
た
だ
く
。
2
度
の
移

転
が
必
要
に
な
る
わ
け
で
す
し
、
先
も

長
い
。
お
一
人
お
ひ
と
り
の
ご
事
情
を

伺
い
な
が
ら
、
市
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ

て
、
て
い
ね
い
に
お
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
」。

　

ま
ち
の
新
た
な
顔
と
な
る
駅
前
広

場
は
、
2
0
2
2
年
の
一
部
開
業
が
目

標
。
観
光
客
の
た
め
に
わ
か
り
や
す
い

案
内
板
を
設
け
、
清
洲
城
や
五
条
川
へ

の
動
線
も
シ
ン
プ
ル
に
な
る
。
広
場
に

は
、
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
と
し
て
お
城
に

ふ
さ
わ
し
い
和
の
雰
囲
気
の
あ
る
木
を

植
え
た
ら
、
と
い
う

話
も
出
て
い
る
と
い

う
。

　

清
須
市
の
掲
げ
る

将
来
像
「
水
と
歴
史

に
織
り
な
さ
れ
た
安

心
・
快
適
で
元
気
な

都
市
」
に
向
け
て
、

ま
ち
は
少
し
ず
つ
変

貌
を
遂
げ
て
い
る
。

illustration :Shigeyuki Sakata
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清洲城など観光地への玄関口でもある新清洲駅周辺（2012年4月撮影）。
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五
条
川

新清洲駅

愛
知
県
清
須
市

新
清
洲
駅
北
土
地
区
画
整
理
事
業

（
2
0
1
5
年
●
平
成
27
年
〜
）


